
村
井 

勝
彦 

議
員

地
区
懇
談
会
の
取
り
組
み
は

青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
う
ち
、
地

区
懇
談
会
の
開
催
に
係
る
検
討
状
況
お
よ

び
今
後
の
対
応
は
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、

「
子
ど
も
の
現
状
を
知
る
よ
い
機
会
」

な
ど
、
有
意
義
と
の
意
見
が
あ
る
も

の
の
、「
人
が
集
ま
ら
な
い
」「
役
員

等
の
負
担
が
大
き
い
」
な
ど
、
運
営

面
に
お
い
て
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
に
お
い
て
は
、
地
区
の
実

情
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
行
い
、

地
区
懇
談
会
は
任
意
の
開
催
と
し

た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
の

取
り
組
み
は

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
の
取
り

組
み
は
。自

治
会
連
合
会
長
を
は
じ
め
、

公
民
館
長
等
が
中
心
と
な
り
、
組
織

を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
今

後
、
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

    

市
道
東
同
笠
油
山
線
の   

整
備
の
取
り
組
み
は

整
備
途
中
に
お
け
る
仮
設
道
路
等
の

安
全
対
策
は
。

支
障
電
柱
の
先
行
移
転
や
、
取

得
し
た
道
路
用
地
の
一
部
を
暫
定
的

に
拡
幅
し
、
走
行
性
や
安
全
性
の
確

保
に
努
め
る
。
と
り
わ
け
、
松
和
橋

下
流
側
の
道
路
幅
が
狭
く
、
見
通
し

の
悪
い
区
間
は
、
早
急
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

佐
野 

武
次 

議
員

防
潮
堤
整
備
事
業
の
推
進

本
年
度
、
県
と
覚
書
を
締
結
し
た
区

域
以
外
の
砂
防
林
は
、
松
く
い
虫
防
除
を

行
う
が
、
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
支
障

は
な
い
か
。

砂
防
林
は
保
安
林
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
が
保
安
林
の
保
全
と
松
く

い
虫
被
害
の
拡
散
防
止
の
た
め
、
防

除
を
行
っ
て
い
る
が
、
塩
害
に
よ
る

松
枯
れ
も
進
行
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
状
況
を
確
認
し
つ
つ
、
県
と
も

協
議
し
、
防
潮
堤
整
備
の
推
進
に
努

め
た
い
。

他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
、
ま
ず
は

市
が
施
工
す
る
標
高
10
m
ま
で
の
盛
り
土

を
、
全
線
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
と
覚
書
を
締
結
し
た
4
㎞
以

外
の
砂
防
林
は
、
松
が
枯
れ
て
い
な

い
た
め
伐
採
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
、
こ
の
区
間
の
早
期
完
成
に

取
り
組
む
が
、
松
枯
れ
は
今
後
も
進

行
す
る
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
枯
れ

た
区
間
か
ら
整
備
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
事
業
の
促
進
を
図
り
た
い
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

他
市
へ
の
乗
り
入
れ
は

浅
羽
南
地
区
は
隣
接
す
る
福
田
地
区

や
大
須
賀
地
区
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
こ

と
か
ら
、
乗
り
入
れ
の
検
討
は
で
き
な
い

か
。

他
市
へ
の
乗
り
入
れ
は
、
実
態

の
把
握
と
、
磐
田
市
・
掛
川
市
と
の

協
議
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
30
年
度
の
公
共
交
通
の
見
直
し
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市道東同笠油山線

防潮堤整備事業

7 ふくろい市議会だより


